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付 録 A

Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P 
スイッチのブートローダ コマンド

通常のブー ト ローダ処理中は、 ブー ト ローダ コマン ド ラ イン  プロンプ ト が表示されません。
ブー ト  ローダー コマン ド  ラ インは、 スイ ッチが手動ブー ト に設定されている場合、 電源投入
時セルフテス ト （POST） DRAM テス ト中にエラーが発生した場合、 またはオペレーティ ング  
システム （破壊された Cisco IOS イ メージ） のロード中にエラーが発生した場合に使用できま
す。 スイ ッチのパスワードを忘れた場合にも、 ブー ト ローダを使用できます。

（注） スイ ッチのデフォル ト の設定を使用する と、 スイ ッチに物理的にアクセスするエン ド  ユーザ
は、 スイ ッチの電源投入時にブー ト  プロセスを中断して新しいパスワードを入力する こ とによ
り、 パスワードを失った状態から回復できます。 パスワード回復ディセーブル機能を使用する
と、 システム管理者は、 この機能の一部をディセーブルにし、 システムをデフォル ト設定に戻
すこ とに同意するだけでユーザがブー ト  プロセスを中断できるよ うにする こ とによ り、 スイ ッ
チのパスワードへのアクセスを防止できます。 パスワード回復をディセーブルにする こ とによ
り、 ユーザはブー ト  プロセスを中断してパスワードを変更できますが、 コンフ ィギュレーシ ョ
ン  ファ イル （config.text） および VLAN データベース  ファ イル （vlan.dat） は削除されます。 詳
細については、 この リ リースに対応する ソフ ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参照
して ください。

ブー ト ローダには、 9600 bps のスイ ッチ コンソール接続を介してアクセスできます。

スイ ッチの電源コードを取り外し、 電源コードの再接続中に Mode ボタンを押します。 ポー ト  
1X の上の LED が消灯してから  1 ～ 2 秒後に、 Mode ボタンを放します。 その後、 ブー ト ローダ
の Switch: プロンプ ト が表示されます。 ブー ト ローダは低レベルの CPU 初期化および POST を
実行し、 デフォル ト のオペレーティ ング  システム  イ メージを メモ リにロード します。
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boot
boot
実行可能イ メージをロードおよび起動して、 コマン ド ラ イン  インターフェイスを開始するに
は、 boot ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

boot [-post | -n | -p | flag] filesystem:/file-url ...

構文の説明

デフォルト スイ ッチは、 BOOT 環境変数内の情報を使用して、 自動的にシステムを起動しよ う と します。
この変数が設定されていない場合、 スイ ッチは、 フラ ッシュ  ファ イル システム全体に再帰的
に縦型検索し、 最初の実行可能イ メージをロード して実行しよ う と します。 ディ レ ク ト リ の縦
型検索では、 検出した各サブディ レク ト リ を完全に検索してから元のディ レク ト リ での検索を
続けます。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

-post （任意） 拡張および総合 POST によってロード されたイ メージを実行します。
このキーワードを使用する と、 POST の完了に要する時間が長く な り ます。

-n （任意） 起動後すぐに、 Cisco IOS デバッガが休止します。

-p （任意） イ メージのロード後すぐに、 JTAG デバッガが休止します。

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。システム  ボード  フラ ッシュ  
デバイスには flash: を使用します。

/file-url （任意） ブー ト可能イ メージのパス （ディ レ ク ト リ ） および名前です。 各イ
メージ名はセ ミ コ ロンで区切り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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boot
使用上のガイドライン 引数を何も指定しないで boot コマン ドを入力した場合、 スイ ッチは、 BOOT 環境変数が設定さ
れていればその中の情報を使用して、 システムを自動的に起動しよ う と します。 file-url 変数に
イ メージ名を指定した場合、 boot コマン ドは指定されたイ メージを起動しよ う と します。

ブー ト ローダ boot コマン ドのオプシ ョ ンを設定した場合は、 このコマン ドがただちに実行さ
れ、 現在のブー ト ローダ セッシ ョ ンだけに適用されます。 これらの設定が保存されて、 次の起
動処理に使用される こ とはあ り ません。

ファ イル名およびディ レク ト リ名は、 大文字と小文字を区別します。

例 次の例では、 new-image.bin イ メージを使用してスイ ッチを起動する方法を示します。

switch: boot flash:/new-images/new-image.bin

このコマン ドを入力する と、 セッ ト アップ プログラムを開始するよ うに求められます。

関連コマンド コマンド 説明

set コマン ドに BOOT キーワードを追加して、 特定のイ メージを起動す
るよ うに BOOT 環境変数を設定します。
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cat
cat
1 つ以上のファ イルの内容を表示するには、 cat ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

cat filesystem:/file-url ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フラ ッ
シュ  デバイスには flash: を使用します。

/file-url 表示するファ イルのパス （ディ レ ク ト リ ） および名前です。 ファ イル名はス
ペースで区切り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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cat
使用上のガイドライン ファ イル名およびディ レク ト リ名は、 大文字と小文字を区別します。

ファ イルの リ ス ト を指定した場合は、 各ファ イルの内容が順に表示されます。

例 次の例では、 2 つのファ イル内容を表示する方法および出力例を示します。

switch: cat flash:/new-images/info flash:env_vars
version_suffix: image-version
version_directory: image-name
image_name: image-name.bin
ios_image_file_size: 6398464 
total_image_file_size: 8133632
image_feature: IP|LAYER_3|PLUS|MIN_DRAM_MEG=128LAYER_2|MIN_DRAM_MEG=64
image_family:switch-family
info_end:
BAUD=57600
MANUAL_BOOT=no

関連コマンド コマンド 説明

more 1 つ以上のファ イルの内容を表示します。

type 1 つ以上のファ イルの内容を表示します。
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copy
copy
ファ イルをコピー元からコピー先にコピーするには、 copy ブー ト ローダ コマン ドを使用しま
す。

copy [-b block-size] filesystem:/source-file-url filesystem:/destination-file-url 

構文の説明

デフォルト デフォル ト のブロ ッ ク  サイズは 4 KB です。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

-b block-size （任意） このオプシ ョ ンは、 内部開発およびテス ト専用です。

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フ
ラ ッシュ  デバイスには flash: を使用します。

/source-file-url コピー元のパス （ディ レ ク ト リ ） およびファ イル名です。

/destination-file-url コピー先のパス （ディ レ ク ト リ ） およびファ イル名です。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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copy
使用上のガイドライン ファ イル名およびディ レク ト リ名は、 大文字と小文字を区別します。

スラ ッシュ （/） 間に指定できるディ レ ク ト リ名は最大 45 文字です。 ディ レ ク ト リ名には制御
文字、 スペース、 削除文字、 スラ ッシュ、 引用符、 セ ミ コ ロン、 コ ロンは使用できません。

指定できるファ イル名は最大 45 文字です。 ファ イル名には制御文字、 スペース、 削除文字、
スラ ッシュ、 引用符、 セ ミ コ ロン、 コ ロンは使用できません。

ファ イルを別のディ レク ト リ にコピーする場合は、 そのディ レク ト リ が存在していなければな
り ません。

例 次の例では、 ルー ト にあるファ イルをコピーする方法を示します。

switch: copy flash:test1.text flash:test4.text
.
File "flash:test1.text" successfully copied to "flash:test4.text"

ファ イルがコピーされたかど うかを確認するには、 dir filesystem: ブー ト ローダ コマン ドを入力
します。

関連コマンド コマンド 説明

delete 指定されたファ イル システムから  1 つ以上のファ イルを削除します。
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delete
指定されたファ イル システムから  1 つ以上のファ イルを削除するには、 delete ブー ト ローダ コ
マン ドを使用します。

delete filesystem:/file-url ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フラ ッ
シュ  デバイスには flash: を使用します。

/file-url 削除するファ イルのパス （ディ レ ク ト リ ） および名前です。 ファ イル名は
スペースで区切り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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delete
使用上のガイドライン ファ イル名およびディ レク ト リ名は、 大文字と小文字を区別します。

各ファ イルを削除する前に、 確認を求めるプロンプ ト が表示されます。

例 次の例では、 2 つのファ イルを削除します。

switch: delete flash:test2.text flash:test5.text
Are you sure you want to delete "flash:test2.text" (y/n)?y
File "flash:test2.text" deleted
Are you sure you want to delete "flash:test5.text" (y/n)?y
File "flash:test2.text" deleted 

ファ イルが削除されたかど うかを確認するには、 dir flash: ブー ト ローダ コマン ドを入力しま
す。

関連コマンド コマンド 説明

copy コピー元からコピー先にファ イルをコピーします。
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dir
dir
指定されたファ イル システム上のファ イルおよびディ レク ト リ の リ ス ト を表示するには、 dir 
ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

dir filesystem:/file-url ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フ
ラ ッシュ  デバイスには flash: を使用します。

/file-url （任意） 内容を表示するパス （ディ レ ク ト リ ） およびディ レク ト リ名
です。 ディ レ ク ト リ名はスペースで区切り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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dir
使用上のガイドライン ディ レク ト リ名では、 大文字と小文字が区別されます。

例 次の例では、 フラ ッシュ  メモ リ内のファ イルを表示する方法を示します。

switch: dir flash:
Directory of flash:/

    3  -rwx        1839   Mar 01 2002 00:48:15  config.text
   11  -rwx        1140   Mar 01 2002 04:18:48  vlan.dat
   21  -rwx          26   Mar 01 2002 00:01:39  env_vars
    9  drwx         768   Mar 01 2002 23:11:42  html
   16  -rwx        1037   Mar 01 2002 00:01:11  config.text
   14  -rwx        1099   Mar 01 2002 01:14:05  homepage.htm 
   22  -rwx          96   Mar 01 2002 00:01:39  system_env_vars

17  drwx 192    Mar 06 2002 23:22:03 imnage-name

15998976 bytes total (6397440 bytes free) 

表 A-1 に、 この出力で表示されるフ ィールドの説明を示します。

関連コマンド

表 A-1 dir のフ ィールドの説明

フィ ールド 説明

2 ファ イルのインデッ ク ス番号

-rwx ファ イルのアクセス権 （次のいずれか、 またはすべて）

• d ： ディ レ ク ト リ

• r ： 読み取り可能

• w ： 書き込み可能

• x ： 実行可能

1644045 ファ イルのサイズ

<date> 最終変更日

env_vars ファ イル名

コマンド 説明

mkdir 1 つ以上のディ レク ト リ を作成します。

rmdir 1 つ以上のディ レク ト リ を削除します。
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flash_init
flash_init
フラ ッシュ  ファ イル システムを初期化するには、 flash_init ブー ト ローダ コマン ドを使用しま
す。

flash_init

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト フラ ッシュ  ファ イル システムは、 通常のシステム動作中に自動的に初期化されます。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴 リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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flash_init
使用上のガイドライン フラ ッシュ  ファ イル システムは、 通常の起動プロセス中に自動的に初期化されます。

このコマン ドは、 フラ ッシュ  ファ イル システムを手動で初期化します。 たとえば、 パスワー
ドを忘れた場合には、 回復手順中にこのコマン ドを使用します。
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format
format
指定されたファ イル システムをフォーマッ ト し、 そのファ イル システム内のすべてのデータ
を破棄するには、 format ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

format filesystem:

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フラ ッ
シュ  デバイスには flash: を使用します。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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format
使用上のガイドライン

注意 このコマン ドは慎重に使用して ください。 ファ イル システム内のすべてのデータが破棄され、
システムが使用不能にな り ます。
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fsck
fsck
ファ イル システムの一貫性を確認するには、 fsck ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

fsck [-test | -f] filesystem:

構文の説明

デフォルト ファ イル システム  チェ ッ クは実行されません。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

-test （任意） フ ァ イル システム  コードを初期化し、 フラ ッシュ  メモ リ上で新しい 
POST を実行します。 ファ イル システムを構成するバイ ト ご とに、 広範なメモ
リ  テス ト を実行します （メモ リは破壊されません）。

-f （任意） フ ァ イル システム  コードを初期化し、 高速ファ イル一貫性チェ ッ クを
実行します。 フラ ッシュ  セク タ内の巡回冗長検査 （CRC） は実行されません。

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。システム  ボード  フラ ッシュ  
デバイスには flash: を使用します。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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fsck
使用上のガイドライン 進行中のファ イル システム一貫性チェ ッ クを停止するには、 スイ ッチの電源を切断してから、
電源を再接続します。

例 次の例では、 フラ ッシュ  メモ リ上で広範なファ イル システム  チェ ッ クを実行する方法を示し
ます。

switch: fsck -test flash:
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help
help
使用可能なコマン ドを表示するには、 help ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

help

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴 リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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help
使用上のガイドライン 疑問符 （?） を使用して、 使用可能なブー ト ローダ コマン ドの リ ス ト を表示する こ と もできま
す。
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memory
メモ リ  ヒープ使用率情報を表示するには、 memory ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

memory

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

例 次の例では、 メモ リ  ヒープ使用率情報を表示する方法を示します。

switch: memory
Text:   0x00700000 - 0x0071cf24 (0x0001cf24 bytes)
Rotext: 0x00000000 - 0x00000000 (0x00000000 bytes)
Data:   0x0071cf24 - 0x00723a0c (0x00006ae8 bytes)
Bss:    0x0072529c - 0x00746f94 (0x00021cf8 bytes)
Stack:  0x00746f94 - 0x00756f94 (0x00010000 bytes)
Heap:   0x00756f98 - 0x00800000 (0x000a9068 bytes)

Bottom heap utilization is 22 percent.
Top heap utilization is 0 percent.
Total heap utilization is 22 percent.
Total bytes: 0xa9068 (692328)
Bytes used: 0x26888 (157832)
Bytes available: 0x827e0 (534496)

Alternate heap utilization is 0 percent.
Total alternate heap bytes: 0x6fd000 (7327744)
Alternate heap bytes used: 0x0 (0)
Alternate heap bytes available: 0x6fd000 (7327744)

表 A-2 に、 この出力で表示されるフ ィールドの説明を示します。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

表 A-2 Memory のフ ィールドの説明

フィ ールド 説明

Text テキス ト記憶領域の先頭および末尾アド レス。

Rotext 読み取り専用テキス ト記憶領域の先頭および末尾アド レス。 データ  セグ メ
ン ト のこの部分は、 Text エン ト リ と と もにグループ化されます。

Data データ  セグ メ ン ト記憶領域の先頭および末尾アド レス。

Bss Block Started by Symbol （Bss） 記憶領域から始まるブロ ッ クの先頭および末
尾アド レス。 ゼロに初期化されています。
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memory
Stack 自動変数やリ ターン  アド レスなどを格納するためにソフ ト ウェアに割り当
てられたメモ リ領域の先頭および末尾アド レス。

Heap メモ リの割り当ておよび解放が動的に行われる メモ リ領域の先頭および末尾
アド レス。

表 A-2 Memory のフ ィールドの説明 （続き）

フ ィ ールド 説明
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mkdir
指定されたファ イル システムに 1 つ以上のディ レク ト リ を新規作成するには、 mkdir ブー ト
ローダ コマン ドを使用します。

mkdir filesystem:/directory-url ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フ
ラ ッシュ  デバイスには flash: を使用します。

/directory-url 作成するディ レク ト リ の名前です。 ディ レ ク ト リ名はスペースで区切
り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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mkdir
使用上のガイドライン ディ レク ト リ名では、 大文字と小文字が区別されます。

スラ ッシュ （/） 間に指定できるディ レ ク ト リ名は最大 45 文字です。 ディ レ ク ト リ名には制御
文字、 スペース、 削除文字、 スラ ッシュ、 引用符、 セ ミ コ ロン、 コ ロンは使用できません。

例 次の例では、 ディ レ ク ト リ  Saved_Configs を作成する方法を示します。

switch: mkdir flash:Saved_Configs
Directory "flash:Saved_Configs" created

次の例では、 2 つのディ レク ト リ を作成する方法をします。

switch: mkdir flash:Saved_Configs1 flash:Test
Directory "flash:Saved_Configs1" created
Directory "flash:Test" created

ディ レク ト リ が作成されたかど うかを確認するには、 dir filesystem: ブー ト ローダ コマン ドを入
力します。

関連コマンド コマンド 説明

dir 指定されたファ イル システムのファ イルおよびディ レク ト リ の リ ス
ト を表示します。

rmdir 指定されたファ イル システムから  1 つ以上のディ レク ト リ を削除し
ます。
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more
1 つ以上のファ イルの内容を表示するには、 more ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

more filesystem:/file-url ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フ
ラ ッシュ  デバイスには flash: を使用します。

/file-url 表示するファ イルのパス （ディ レ ク ト リ ） および名前です。 ファ イル
名はスペースで区切り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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使用上のガイドライン ファ イル名およびディ レク ト リ名は、 大文字と小文字を区別します。

ファ イルの リ ス ト を指定した場合は、 各ファ イルの内容が順に表示されます。

例 次の例では、 2 つのファ イル内容を表示する方法を示します。

switch: more flash:/new-images/info flash:env_vars
version_suffix: image-version
version_directory: image-name
c2960-lanbase-mz.122-25.FX
image_name:image-name.bin 
ios_image_file_size: 6398464
total_image_file_size: 8133632
image_feature: LAYER_2|MIN_DRAM_MEG=64switch-family 
info_end:
BAUD=57600
MANUAL_BOOT=no

関連コマンド コマンド 説明

cat 1 つ以上のファ イルの内容を表示します。

type 1 つ以上のファ イルの内容を表示します。
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rename
ファ イルの名前を変更するには、 rename ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

rename filesystem:/source-file-url filesystem:/destination-file-url 

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フ
ラ ッシュ  デバイスには flash: を使用します。

/source-file-url 元のパス （ディ レ ク ト リ ） およびファ イル名です。

/destination-file-url 新しいパス （ディ レ ク ト リ ） およびファ イル名です。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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使用上のガイドライン ファ イル名およびディ レク ト リ名は、 大文字と小文字を区別します。

スラ ッシュ （/） 間に指定できるディ レ ク ト リ名は最大 45 文字です。 ディ レ ク ト リ名には制御
文字、 スペース、 削除文字、 スラ ッシュ、 引用符、 セ ミ コ ロン、 コ ロンは使用できません。

指定できるファ イル名は最大 45 文字です。 ファ イル名には制御文字、 スペース、 削除文字、
スラ ッシュ、 引用符、 セ ミ コ ロン、 コ ロンは使用できません。

例 次の例では、 ファ イル config.text の名前を  config1.text に変更します。

switch: rename flash:config.text flash:config1.text

ファ イル名が変更されたかど うかを確認するには、 dir filesystem: ブー ト ローダ コマン ドを入力
します。

関連コマンド コマンド 説明

copy コピー元からコピー先にファ イルをコピーします。
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reset
システムのハード  リ セッ ト を実行するには、 reset ブー ト ローダ コマン ドを使用します。 ハー
ド  リ セッ ト を行う と、 スイ ッチの電源切断後に電源を投入する手順と同様に、 プロセッサ、 レ
ジスタ、 およびメモ リの内容が消去されます。

reset

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

例 次の例では、 システムを リ セッ トする方法を示します。

switch: reset
Are you sure you want to reset the system (y/n)?y
System resetting...

関連コマンド

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

boot 実行可能イ メージをロードおよび起動して、 コマン ド ラ イン  イン
ターフェイスを開始します。
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rmdir
指定されたファ イル システムから  1 つ以上の空のディ レク ト リ を削除するには、 rmdir ブー ト
ローダ コマン ドを使用します。

rmdir filesystem:/directory-url ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フラ ッ
シュ  デバイスには flash: を使用します。

/directory-url 削除する空のディ レ ク ト リ のパス （ディ レ ク ト リ ） および名前です。 ディ
レ ク ト リ名はスペースで区切り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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rmdir
使用上のガイドライン スラ ッシュ （/） 間に指定できるディ レ ク ト リ名は最大 45 文字で、 大文字と小文字の区別があ
り ます。 ディ レ ク ト リ名には制御文字、 スペース、 削除文字、 スラ ッシュ、 引用符、 セ ミ コ ロ
ン、 およびコロンは使用できません。

ディ レ ク ト リ を削除する前に、 まずディ レク ト リ内のファ イルをすべて削除する必要があ り ま
す。

各ディ レク ト リ を削除する前に、 確認を求めるプロンプ ト が表示されます。

例 次の例では、 ディ レ ク ト リ を  1 つ削除する方法を示します。

switch: rmdir flash:Test

ディ レク ト リ が削除されたかど うかを確認するには、 dir filesystem: ブー ト ローダ コマン ドを入
力します。

関連コマンド コマンド 説明

dir 指定されたファ イル システムのファ イルおよびディ レク ト リ の リ ス ト
を表示します。

mkdir 指定されたファ イル システムに 1 つ以上のディ レク ト リ を新規作成し
ます。
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set
ブー ト ローダまたはスイ ッチ上で稼働している他のソフ ト ウェアを制御するために使用できる
環境変数を設定した り、 表示した りするには、 set ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

set variable value

構文の説明 variable value variable および value には、 次に示すキーワードのいずれかを使用します。

MANUAL_BOOT ： ス イ ッチを自動で起動するか、 または手動で起動するか
を決定します。

有効値は 1、 yes、 0、 および no です。 no または 0 に設定されている場合、
ブー ト ローダはシステムを自動的に起動しよ う と します。 それ以外に設定さ
れている場合は、 ブー ト ローダ モードから手動でスイ ッチを起動する必要
があ り ます。

BOOT filesystem:/file-url ： 自動起動時にロードおよび実行される実行可能
ファ イルのセ ミ コ ロン区切り リ ス ト です。

BOOT 環境変数が設定されていない場合、 システムは、 フラ ッシュ  ファ イル 
システム全体に再帰的な縦型検索を行って、 最初に検出された実行可能イ
メージをロード して実行を試みます。 BOOT 環境変数が設定されていても指
定されたイ メージをロードできない場合は、 システムはフラ ッシュ  ファ イ
ル システムで最初に見つかったブー ト  ファ イルを起動しよ う と します。

ENABLE_BREAK ： コンソール上の Break キーを使用して自動起動プロセス
を中断できるかど うかを決定します。

有効値は 1、 yes、 on、 0、 no、 および off です。 1、 yes、 または on に設定さ
れている場合は、 フラ ッシュ  ファ イル システムの初期化後にコンソール上
で Break キーを押して、 自動起動プロセスを中断できます。

HELPER filesystem:/file-url ： ブー ト ローダの初期化中に動的にロード される
ロード可能ファ イルのセ ミ コ ロン区切り リ ス ト です。 ヘルパー ファ イルは、
ブー ト ローダの機能を拡張した り、 パッチを当てた り します。

PS1 prompt ： ブー ト ローダ モードの場合に、 コマン ド ラ イン  プロンプ ト と
して使用される文字列です。

CONFIG_FILE flash:/file-url ： Cisco IOS がシステム設定の不揮発性コピーの
読み書きに使用するファ イル名です。

BAUD rate ： コンソールで使用される速度 （ビ ッ ト / 秒単位） です。 コン
フ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに別の設定が指定されていない限り、 Cisco 
IOS ソフ ト ウェアはブー ト ローダからボー レー ト設定を継承し、 この値を引
き続き使用します。 指定できる範囲は 0 ～ 4294967295 bps です。 有効値は、
50、 75、 110、 150、 300、 600、 1200、 1800、 2000、 2400、 3600、 4800、
7200、 9600、 14400、 19200、 28800、 38400、 56000、 57600、 115200、 およ
び 128000 です。

最も一般的な値は、 300、 1200、 2400、 9600、 19200、 57600、 および 115200 
です。

HELPER_CONFIG_FILE filesystem:/file-url ： Cisco IOS ヘルパー イ メージで
使用されるコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの名前です。 この名前が設定
されていない場合は、 CONFIG_FILE 環境変数で指定されたファ イルが、
ロード されるすべてのバージ ョ ンの Cisco IOS （ヘルパー イ メージを含む）
で使用されます。 この変数は、 内部開発およびテス ト専用です。
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デフォルト 環境変数のデフォル ト値は、 次のとおりです。

MANUAL_BOOT: No (0)

BOOT: ヌル ス ト リ ング

ENABLE_BREAK: no （off または 0） （コンソール上で Break キーを押して自動起動プロセスを
中断する こ とはできません）

HELPER: デフォル ト値はあ り ません （ヘルパー ファ イルは自動的にロード されません）。

PS1: switch:

CONFIG_FILE: config.text

BAUD: 9600 bps

HELPER_CONFIG_FILE: デフォル ト値はあ り ません （ヘルパー コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ
イルは指定されません）

SWITCH_NUMBER: 1

SWITCH_PRIORITY: 1

（注） 値が設定された環境変数は、 各ファ イルのフラ ッシュ  ファ イル システムに保存されています。
これらのファ イルの各行に、 環境変数名と等号、 その後に変数の値が格納されています。 この
ファ イルに表示されていない変数には値があ り ません。 表示されていればヌル ス ト リ ングで
あっても値があ り ます。 ヌル ス ト リ ング （たとえば " "） に設定されている変数は、 値が設定
された変数です。 多くの環境変数は事前に定義されており、 デフォル ト値が設定されていま
す。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴 リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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使用上のガイドライン 環境変数は大文字と小文字の区別があ り、 指定どおりに入力する必要があ り ます。

値を持つ環境変数は、 フラ ッシュ  ファ イル システムの外にあるフラ ッシュ  メモ リに保存され
ます。

通常の環境では、 環境変数の設定を変更する必要はあ り ません。

MANUAL_BOOT 環境変数は、 boot manual グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使
用して設定する こ と もできます。

BOOT 環境変数は、boot system filesystem:/file-url グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド
を使用して設定する こ と もできます。

ENABLE_BREAK 環境変数は、 boot enable-break グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン
ドを使用して設定する こ と もできます。

HELPER 環境変数は、boot helper filesystem:/file-url グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン
ドを使用して設定する こ と もできます。

CONFIG_FILE 環境変数は、 boot config-file flash:/file-url グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  
コマン ドを使用して設定する こ と もできます。

HELPER_CONFIG_FILE 環境変数は、 boot helper-config-file filesystem:/file-url グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して設定する こ と もできます。

HELPER_CONFIG_FILE 環境変数は、 boot helper-config-file filesystem:/file-url グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して設定する こ と もできます。

SWITCH_NUMBER 環境変数は、 switch current-stack-member-number renumber 
new-stack-member-number グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して設定する こ
と もできます。

SWITCH_PRIORITY 環境変数は、 switch stack-member-number priority priority-number グローバ
ル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して設定する こ と もできます。

ブー ト ローダのプロンプ ト  ス ト リ ング （PS1） には、 等号 （=） を除く、 出力可能な文字列を  
120 文字まで指定できます。

例 次の例では、 ブー ト ローダのプロンプ ト を変更する方法を示します。

switch: set PS1 loader: 
loader: 

設定を確認するには、 set ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

関連コマンド コマンド 説明

unset 1 つ以上の環境変数を元の設定に戻します。
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type
type
1 つ以上のファ イルの内容を表示するには、 type ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

type filesystem:/file-url ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

filesystem: フラ ッシュ  ファ イル システムのエイ リ アスです。 システム  ボード  フ
ラ ッシュ  デバイスには flash: を使用します。

/file-url 表示するファ イルのパス （ディ レ ク ト リ ） および名前です。 ファ イル
名はスペースで区切り ます。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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type
使用上のガイドライン ファ イル名およびディ レク ト リ名は、 大文字と小文字を区別します。

ファ イルの リ ス ト を指定した場合は、 各ファ イルの内容が順に表示されます。

例 次の例では、 2 つのファ イル内容を表示する方法を示します。

switch: type flash:/new-images/info flash:env_vars
version_suffix: image-version 
version_directory:image-name 
image_name:image-name .bin
ios_image_file_size: 6398464
total_image_file_size: 8133632
image_feature: IP|LAYER_3|PLUS|MIN_DRAM_MEG=128LAYER_2|MIN_DRAM_MEG=64switch-family
info_end:
BAUD=57600
MANUAL_BOOT=no

関連コマンド コマンド 説明

cat 1 つ以上のファ イルの内容を表示します。

more 1 つ以上のファ イルの内容を表示します。
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unset
unset
1 つ以上の環境変数を リ セッ トするには、 unset ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

unset variable ...

構文の説明

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

variable variable には、 次に示すキーワードのいずれかを使用します。

MANUAL_BOOT ： ス イ ッチを自動で起動するか、 または手動で起動
するかを決定します。

BOOT ： 自動起動時に、 実行可能ファ イルの リ ス ト を リ セッ ト して、
ロードおよび実行します。 BOOT 環境変数が設定されていない場合、
システムは、 フラ ッシュ  ファ イル システム全体に再帰的な縦型検索
を行って、 最初に検出された実行可能イ メージをロード して実行を試
みます。 BOOT 環境変数が設定されていても指定されたイ メージを
ロードできない場合は、 システムはフラ ッシュ  ファ イル システムで
最初に見つかったブー ト  ファ イルを起動しよ う と します。

ENABLE_BREAK ： フ ラ ッシュ  ファ イル システムの初期化後に、 コ
ンソール上の Break キーを使用して自動起動プロセスを中断できるか
ど うかを決定します。

HELPER ： ブー ト ローダの初期化中に動的にロード されるロード可能
ファ イルのセ ミ コ ロン区切り リ ス ト です。 ヘルパー ファ イルは、
ブー ト ローダの機能を拡張した り、 パッチを当てた り します。

PS1 ： ブー ト ローダ モードの場合に、 コマン ド ラ イン  プロンプ ト と し
て使用される文字列です。

CONFIG_FILE ： Cisco IOS がシステム設定の不揮発性コピーの読み
書きに使用するファ イル名を リ セッ ト します。

BAUD ： コンソールで使用される速度 （ビ ッ ト / 秒単位） を リ セッ ト
します。 コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに別の設定が指定されて
いない限り、 Cisco IOS ソフ ト ウェアはブー ト ローダからボー レー ト
設定を継承し、 この値を引き続き使用します。

HELPER_CONFIG_FILE ：Cisco IOS ヘルパー イ メージで使用される
コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの名前を リ セッ ト します。 この名
前が設定されていない場合は、 CONFIG_FILE 環境変数で指定された
ファ イルが、 ロード されるすべてのバージ ョ ンの Cisco IOS （ヘル
パー イ メージを含む） で使用されます。 この変数は、 内部開発および
テス ト専用です。

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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unset
使用上のガイドライン 通常の環境では、 環境変数の設定を変更する必要はあ り ません。

MANUAL_BOOT 環境変数は、 no boot manual グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを
使用して リ セッ トする こ と もできます。

BOOT 環境変数は、 no boot system グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して リ
セッ トする こ と もできます。

ENABLE_BREAK 環境変数は、 no boot enable-break グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマ
ン ドを使用して リ セッ トする こ と もできます。

HELPER 環境変数は、 no boot helper グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して
リ セッ トする こ と もできます。

CONFIG_FILE 環境変数は、 no boot config-file グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを
使用して リ セッ トする こ と もできます。

HELPER_CONFIG_FILE 環境変数は、 no boot helper-config-file グローバル コンフ ィギュレー
シ ョ ン  コマン ドを使用して リ セッ トする こ と もできます。

ブー ト ローダのプロンプ ト  ス ト リ ング （PS1） には、 等号 （=） を除く、 出力可能な文字列を  
120 文字まで指定できます。

例 次の例では、 プロンプ ト  ス ト リ ングを元の設定に リ セッ トする方法を示します。

switch: unset PS1
switch:

関連コマンド コマンド 説明

set 環境変数を設定または表示します。
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version
version
ブー ト ローダのバージ ョ ンを表示するには、 version ブー ト ローダ コマン ドを使用します。

version

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

コマンド  モード ブー ト ローダ

コマンド履歴

例 次の例では、 ブー ト ローダのバージ ョ ンを表示する方法を示します。

switch: version
C2960 Boot Loader (C2960-HBOOT-M) Version 12.2(25)FX
Compiled Wed 05-Mar-08 10:11 by engineer

リ リ ース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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